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１．調査・研究の目的 

1.1 本年度の調査・研究活動 

 昨年度は「まちの駅魅力再発見プロジェクト」と題し、まちの駅の認知度向上を目指す

「まちの駅情報発信プロジェクト」と連携機能の強化を図る「まちの駅交流プロジェクト」

を立ち上げ、まちの駅の認知度向上と連携機能の強化を図る活動を行った。しかし、１年

間の活動だけでは認知度向上と連携機能の強化を図ることは難しかった。  

 また、昨年度参加した「まちの駅めぐり」を通して、まちの駅には「動(運動）・食(食事) ・

参(社会参加)」という社会で生き生きと過ごすための大切なものが揃っており、まちの活

性化の一つの足掛かりになるのではないかと感じた。  

 そこで今年度は、『まちの駅魅力発信プロジェクト』と題し、（図表）活動フロー図の通

り活動を行った。一連の流れとしては、目標設定をし、その目標に沿ったパネルを作成、

作成したパネルを活用し情報発信を行うとした。  

活動フロー図  

 

目標としては、 「① まちの駅の交流機能の強化を図る」、「② まちの駅の連携機能の強

化を図る」、「③  動・食・参が楽しめるまちの駅の楽しみ方を紹介する」という３つの目

標を設定した。各目標のもと作成したパネルは以下のとおりである。 

① まちの駅の交流機能の強化を図る  

☆ モザイクアート・自慢パネル  
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☆ まちの駅紹介パネルの作成・更新  

② まちの駅の連携機能の強化を図る  

  ☆  魅力ある駅のリレー紹介  

③ 動・食・参が楽しめるまちの駅の楽しみ方を紹介する  

  ☆  まちの駅を巡るプラン  

 これらの活動で作成したパネルを活用し、各種イベントにて展示・配布を通した情報発

信を行った。また、ホームページ、Instagram にも作成したパネルを掲載し、ヒアリングに

ご協力いただいたまちの駅に関しては、Instagram にて紹介を行った。 

 

２．「まちの駅」の概要 

 まちの駅は必ずしも新設のものである必要はなく、既存施設の活用により、市町村、NPO、

団体等が地域連携を目指しネットワークを図ることを原則とし、様々な運用主体、施設内

容、規模、運営形態を持ったまちの駅が、共存することを想定している。したがって、市

町村という行政域を超えた連携を目指して、地域住民や来訪者が求める地域情報を提供す

る機能を備え、人と人の出会いと交流を促進する施設である。また、まちづくりの拠点と

なり、まちとまちをつなぐ役割を有するものであり、以下の機能を備えるものである。  

➢ 誰でもトイレが利用でき、無料で休憩ができる機能（休憩機能）  

➢ まちの駅案内人が、地域情報について丁寧に教える機能（案内機能） 

➢ 地域の人と来訪者の、出会いと交流のサポートをする機能（交流機能）  

➢ まちの駅間でネットワーク化し、もてなしの地域づくりを目指す機能（連携機能） 

「まちの駅」と「道の駅」を混同している方が多いというのは、各地からよく聞かれる

声である。文字と違って、発音が似ているので聞き間違えやすいことも一因と考えられる。  

 「道の駅」は、①休憩機能②情報発信機能③地域連携機能の３つを併せ持った公共施設

である。利用者が無料で 24 時間利用できる十分な容量を持った駐車場や清潔なトイレが

あることなどの登録要件とともに、設置者が「市町村または市町村に代わり得る公共公的

な団体」と定められている。  

 一方、「まちの駅」は①休憩機能②案内機能③交流機能④連携機能の４つの機能を持った

たまり場である。コンセプトは「道の駅」とあまり変わらないが公共機関に限らず民間商

店や NPO 等でも設置・運営できる点が大きく違う。「全国まちの駅連絡協議会」が認証し

ているといっても条件は緩くして駅長になる方の地域や人を思う気持ち、「おもてなし」の

心を大切にしている。そのため個人商店や小規模施設から大型店舗や企業の工場、多機能

施設など多種多様な主体が施設（の一部）を休憩＆交流スペースとして開放し、「まちの駅」

となっている。「まちの駅」をきっかけに思いを持った人同士がつながり、緩やかなネット

ワークが形成されている。  

 「道の駅」は、公共インフラとしての物理的作用により人々の利便性を高め、社会を支

える機能も拡張している。一方、「まちの駅」では、街なかの様々な人々の出会いと語らい

の中から人間関係の化学反応が起きて地域を変える力になっていくことが期待されている。

両者の違いから「道の駅」として登録された施設が地域内外の交流・連携を求めて、まち

の駅ネットワークに参加する例も増えてきている。  
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３. まちの駅の交流機能の強化を図る 

まちの駅の交流機能とは、まちを訪れた人と地域住民の出会いと交流をサポートする機

能である。この交流機能の強化のためには、まちの駅の認知度向上が必要になる。  

そこで、認知度向上のために、昨年度作成したモザイクアート・自慢パネルと各まちの

駅紹介パネルの作成・更新を今年度も引き続き行った。  

 

3.1 モザイクアート・自慢パネル 

昨年度、初めての取り組みであったモザイクアート ・自慢パネルは、「まちの駅がどのよ

うなものかわかりにくい」「何が出来るか分からない」という来訪者側から挙げられた認知

度向上に関する課題解決のために作成した。  

今年度もまちの駅紹介パネルの作成・更新を兼ねて、モザイクアートと自慢パネルの情

報の追加に取り組んだ。昨年度は見附地域のまちの駅のみを対象としていたが、今年度は

見附地域に加え、旧長岡市、中之島、三島、和島、寺泊、与板、越路、小国、栃尾、川口

地域を含んだ長岡地域版を作成した。  

「モザイクアート」は、まちの駅の外観写真でまちの駅のシンボルマークを表現したも

の、「自慢パネル」は、まちの駅の自慢としていることが一目でわかるものとなっており、

まちの駅ネットワークみつけ、越後長岡まちの駅ネットワークに属するまちの駅の魅力を

コンパクトに紹介するものである。 「モザイクアート・自慢パネル」を手にした方が自分の

興味・関心に合わせたまちの駅を見つけやすくなり、訪問機会が増加することを目的とし

ている。  
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モザイクアート（見附地域）  
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自慢パネル（見附地域 表）  
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自慢パネル（見附地域 裏）  
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モザイクアート（長岡地域）  
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自慢パネル（長岡地域） 
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3.2 まちの駅紹介パネルの作成・更新 

今年度は、新駅を含め見附地域で 11 駅、長岡地域で 17 駅の計 28 駅のパネル作成と更

新を行った。そのまちの駅紹介パネルの中から今回は 2 駅紹介する。 

 

まちの駅 Wellness House と和紙の駅へのヒアリングの様子  
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(1)まちの駅 Wellness House 

「まちの駅 Wellness House」は、見附市ニュータウンにある住宅や不動産に関する提案

や相談を行っているまちの駅である。今年度からまちの駅に加盟された駅とのことだった

のでヒアリングにご協力いただき、パネル作成を行った。  

キャッチコピーは「毎日を快適に住ごす」である。駅長さんは、脱炭素社会に向けて市

民の方々が意識を高め、高性能住宅を気軽に体験してもらいたいという想いを持っている。

その中で環境が変化しても毎日変わらず過ごしやすい住まいのあり方を一緒に考えていく

という意味で「過ごす」と「住む」を掛けたキャッチコピーにした。今後、ギャラリーや

料理教室などで誰でも利用できるスペースとして貸し出しを検討中なので、気軽に立ち寄

ってみて欲しい。  
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(2)和紙の駅 

「和紙の駅」は長岡市小国町にある伝統産業を守り、和紙工作の体験や出張販売を行っ

ているまちの駅である。前回のパネル作成日から日が経っていたため、今回は更新・写真

の差し替え・キャッチコピーの作成を行った。 

キャッチコピーは「伝統を君の手で！小国で非日常を体験しよう！」である。小国和紙

は雪を利用した特徴的な製法であることから国・県の無形文化財に指定され、300 年以上

の歴史がある。このような歴史ある技術を実際に体験する事で非日常だったものを身近に

感じて貰えるように想いを込めて名付けた。和紙で作られたアクセサリーやポストカード、

小物入れなどの雑貨も販売しているので、伝統技術からなる和紙の奥深さに触れてみて欲

しい。  
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４．まちの駅の連携機能の強化を図る 

まちの駅の連携機能とは、まちの駅間でネットワーク化し、もてなしの地域づくりを目

指す機能である。この連携機能の強化のためには、まずはまちの駅間のネットワークを強

化していく必要があり、まちの駅間のネットワーク強化のためにまちの駅間の繋がりを生

みたいと考えた。  

そこで、まちの駅間の繋がりを生むための第一歩である他のまちの駅を知るきっかけ作

りとして、昨年度から行っている魅力ある駅のリレー紹介を今年度も引き続き行った。  

 昨年度は見附地域のみを対象として活動していたが、今年度から長岡地域での活動も開

始した。  

「リレー紹介パネル （図表魅力ある駅のリレー紹介パネル、参照）」は駅名標に見立てた

デザインにしており、おすすめ元の駅がその駅をおすすめしたい理由の他に、おすすめ先

の駅がアピールしたいポイントと基本情報を載せたパネルとなっている。  

 

魅力ある駅のリレー紹介パネル一覧（見附地域）  
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魅力ある駅のリレー紹介パネル一覧（長岡地域）  
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５．動・食・参が楽しめるまちの駅の楽しみ方を紹介する 

昨年度参加した「まちの駅めぐり」を通して、まちの駅には「動(運動）・食(食事) ・参(社

会参加)」という社会で生き生きと過ごすための大切なものが揃っており、まちの活性化の

一つの足掛かりになるのではないかと感じた。 

 まちの駅を活気づけるためには、多くの人にまちの駅を訪れてもらう必要がある。そこ

でまちの駅を訪れやすくするためのきっかけ作りとして「まちの駅を巡るプラン（図表ま

ちの駅を巡るプランパネル一覧、参照）」を作成することになった。プラン作成にあたり、

プランの構成をゼミ生で話し合う中で、 「動・食・参を体験できるまちの駅を組み込むこと

でまちの駅に楽しさを感じてもらい、繰り返し訪れてもらえるようになるのではないか」

という意見が出たことで、「まちの駅を巡るプラン」に動・食・参を組み込むことにした。 

プラン作成にあたりゼミ生での話し合いの中で、以下の 3 つの意見が挙げられた。  

① 動・食・参を体験できるまちの駅を組み込むことでまちの駅に楽しさを感じてもら

い、繰り返し訪れてもらえるようになるのではないか。  

 ②  各まちの駅の基本情報を載せるだけでは魅力が伝わりきらず、興味を持ってくれる

人が増えないのではないか。  

 ③ 家族向けやお年寄り向け等の対象を定めたコースにすることで、自分の興味・関心

に合わせたまちの駅が巡りやすくなるのではないか。  

 これらの意見を踏まえて、以下のようなプランを作成した。  

 ① 「まちの駅ネットワークみつけ」および「越後長岡まちの駅ネットワーク」に加盟

しているすべての駅のうち、動・食・参のすべてを含んでいる「川の駅 パティオに

いがた」、「里山ログハウスの駅」、「まちの駅 もてなし家」、「まちの駅 酒蔵のある

里」の４つの駅を長時間滞在できるメインの駅とし、その他、動・食・参が体験で

きる駅を組み込んだプランにする。  

 ② 基本情報はホームページ等で確認できるように URL を記載し、学生目線で感じた

魅力を盛り込んだ内容にする。  

 ③ メインの駅の他に「家族で観光した場合」や「甘いものを堪能する」等の各対象に

合わせたまちの駅をピックアップしたコースを作成し、老若男女問わず様々なニー

ズに応えられるものにする。  

 また、誰でも気軽にまちの駅に立ち寄ってほしいという思いからプランのタイトルを「ま

ちの駅寄り道旅」と設定した。  
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まちの駅を巡るプランパネル一覧（見附地域） 
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まちの駅を巡るプランパネル一覧（長岡地域） 
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６．情報発信 

 まちの駅の認知度向上を図るために、モザイクアート・自慢パネル、魅力ある駅のリレ

ー紹介パネル、まちの駅を巡るプランに加え、昨年度作成したまちの駅定義パネルを活用

し、各種イベント、ホームページ、Instagram にて情報発信を行った。 

 

6.1 各種イベント 

 まちの駅の認知度向上を図るためには、対面での情報発信を行うことが重要であると考

えた。そこで、越後長岡まちの駅ネットワークからお誘いいただいたイベントへ参加し、

今年度作成したパネルや昨年度作成したまちの駅定義パネルを活用し、イベントへ訪れて

くださった方々との積極的な交流を心掛け情報発信を行った。加えて、より多くの方に作

成したパネルを見ていただくために、パネル展示会やイベント内でまちの駅紹介パネルの

展示を行った。  

 また、まちの駅の情報発信を行うにあたり、まずはゼミ生がまちの駅をより理解する必

要があると考え、今年度もまちの駅めぐりへ参加した。  

その他に、地域貢献活動として「花はすの水やりボランティア」を行った。  

 

6.1.1 市民活動フェスタ 

令和５年 9 月 30 日（土）にアオーレ長岡で開催された市民活動フェスタに参加した。

ゼミ生が作成した「モザイクアート・自慢パネル」、「まちの駅を巡るプラン」、「まちの駅

定義パネル」の配布と参加していたまちの駅の紹介パネルの展示を行った。また、スタン

プラリーの景品交換を行った。  

市民活動フェスタの様子 
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6.1.2 親子ふれあいフェスタ 

令和５年 10 月 29 日（日）に、まちの駅 もてなし家（道の駅 良寛の里わしま）で開催

された親子ふれあいフェスタに参加した。ゼミ生が作成した「モザイクアート・自慢パネ

ル」、「まちの駅を巡るプラン」、「まちの駅定義パネル」の配布を行った。また、スタンプ

ラリーの景品交換を行った。  

 

親子ふれあいフェスタの様子  

 

 

 

 

 

 

6.1.3 まちの駅パネル展 

 ゼミではこれまで作成してきたパネルを用いてまちの駅の特徴や魅力を紹介し、まちの

駅の認知度を高めるべく、まちの駅パネル展を開催している。  

 

(1)悠久祭 

 令和５年９月 16 日（土）、17 日（日）に開催された長岡大学悠久祭にてパネル展を実施

した。  

 新潟県内のまちの駅紹介パネルに加え、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・自慢

パネル」、「魅力ある駅のリレー紹介パネル」、「まちの駅を巡るプラン」を展示した。  

悠久祭まちの駅パネル展の様子  
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(2)市民交流センター ネーブルみつけ 

令和５年 10 月２日（月）～10 月 16 日（月）に、市民交流センター ネーブルみつけに

てパネル展を開催した。 

 見附地域 39 駅のまちの駅紹介パネルに加え、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・

自慢パネル」、「魅力ある駅のリレー紹介パネル」、「まちの駅を巡るプラン」を展示した。  

さらに、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・自慢パネル」をチラシ形式にしたも

のと「まちの駅を巡るプラン」の配布も行った。  

ネーブルみつけでのまちの駅パネル展の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)ながおか市民協働センター 

 令和５年 10 月 17 日（火）～10 月 30 日（月）に、ながおか市民協働センターにてパネ

ル展を開催した。  

 長岡地域 42 駅のまちの駅紹介パネルに加え、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・

自慢パネル」、「魅力ある駅のリレー紹介パネル」、「まちの駅を巡るプラン」を展示した。

まちの駅紹介パネルに関しては、スペースの都合上、10 月 17 日（火）～10 月 22 日（日）

に長岡地域・栃尾地域・川口地域、10 月 23 日（月）～10 月 30 日（月）に中之島地域・

寺泊地域・和島地域・三島地域・与板地域・越路地域・小国地域の展示を行った。  

さらに、「まちの駅定義パネル」、「モザイクアート・自慢パネル」をチラシ形式にしたも

のと「まちの駅を巡るプラン」の配布も行った。  

アオーレ長岡でのまちの駅パネル展の様子  
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6.1.4 まちの駅めぐり 

 まちの駅ネットワークみつけが主催する「まちの駅めぐり」にゼミ生が参加した。「まち

の駅めぐり」とは、見附市内のまちの駅を日帰りで巡るバスツアーである。まちの駅につ

いて理解を深めるとともに、まちの駅に関する生の声などを聴き、今後の地域活性化活動

に役立てたいと思い、まちの駅ネットワークみつけにお願いしてご厚意で参加させていた

だいた。  

 今年度は、８月 16 日（水）、９月 14 日（木）、10 月 30 日（月）の３回参加をさせてい

ただいた。各参加日に巡ったまちの駅と順路は以下のとおりである。 

★ ８月 16 日（水）４駅 

   川の駅 見附市総合体育施設→森の駅→まちの駅 レアント→まちの駅 みらい市場  

★ ９月 14 日（木）５駅 

   学びの駅→里山ログハウスの駅→中華料理の駅→元氣創造 今町・くすりの駅→  

パンの駅  

★ 10 月 30 日（月）6 駅 

   まちの駅 Wellness House→あかりの駅→お菓子の駅→洋食の駅→  

ほっと一息花みどりの里→カーライフステーション  

まちの駅めぐりの様子  

 

 

 

 

 

 

6.1.5 オープンキャンパス 

 令和 5 年８月５日（土）に開催された長岡大学オープンキャンパスにて、高校生とその

保護者に向けて鯉江ゼミの活動についての発表を行った。発表内容としては、まちの駅に

ついての説明と昨年度・今年度の鯉江ゼミの活動紹介である。発表の冒頭に 1 分程度のア

ニメーションを用いた動画を放映することで、高校生に気軽な気持ちで発表を聞いていた

だけるように工夫をした。  

 オープンキャンパスでの発表の場をいただけたことで、鯉江ゼミとまちの駅を PR する

ことができて良かった。しかし、発表後に質問を受け付けた際に一つも質問が挙がらなか

ったことから、聞き手にとっては理解しにくい発表だったのではないかと感じる。今後は

聞き手側に回った発表資料作りを行い、短時間でゼミの活動やまちの駅を理解していただ

けるように工夫していく必要がある。  
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6.1.6 成果発表会 

 令和５年 12 月２日（土）に、ホテルニューオータニ長岡 NC ホールにて開催された、

長岡大学地域活性化プログラム成果発表会で活動報告を行った。  

 中間発表会にてアドバイザーの久住様、須貝様に発表を聞いていただいた。久住様、須

貝様からは、「内容はきれいにまとまっているが、活動の振り返りを行う際にその裏付けが

ないとただの自己満足と捉えられてしまう。実際にあったことを発表に盛り込むと聞き手

にインパクトを残せるため、自分たちの勝手な感想だけで話を進めない方が良い」という

指摘をいただいた。また、ゼミ生がまちの駅に対して感じたことを正直に書いて良いとい

うお言葉をいただき、今年度のイベント参加を通してゼミ生が感じたまちの駅に対する問

題点を盛り込むことで、よりリアルな思いを伝える発表資料に修正することができた。  

 今年度は原稿を持たずに発表をするという新たな挑戦をした。発表直前までゼミ生で集

まり繰り返し練習を重ねたことで、ゼミ生一同が前向きな姿勢で発表に取り組むことがで

き、無事に 13 分以内に発表を収めることができた。  

当日の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1.7 花はすボランティア 

 上通小学校の児童が花はすを育て、アオーレ長岡にて展示をしている。その花はすに水

をあげ、水鉢に浮かんでいる草や枯れた葉の除去など汚れを綺麗にするボランティアに参

加した。今年度は、7 月 26 日（水）に上通小学校の児童と共に作業を行い、交流をした。

ゼミ生は人数が少なく力仕事も多かったため作業は大変だったが、上通小学校の児童の役

に立てたことでとても達成感を感じることができた。  

花はすボランティアの様子  
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6.2 ホームページ 

 ホームページでは、新潟県内のまちの駅紹介パネルやゼミの過去の活動報告書などを掲

載し、ブログの更新も行ってきた。まちの駅紹介パネルは 28 駅更新し、ブログは５回投稿

した。昨年度に引き続き、まちの駅定義パネル、モザイクアート・自慢パネル、魅力ある

駅のリレー紹介パネルを掲載し、今年度は新たにまちの駅を巡るプランも掲載した。さら

に、ホームページからゼミの Instagram にアクセスできるようにし、情報発信ツールを連

携させ、まちの駅の認知度向上に向けホームページを中心としたより強固な情報発信の基

盤を築いた。昨年度よりもホームページ全体の内容量などがパワーアップし見ごたえのあ

るものとなっている。  

ホームページ  

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3 Instagram 

 昨年度に引き続き Instagram を活用し、活動の様子やまちの駅の情報を定期的に発信し

ている。昨年度の投稿を振り返ると、写真が少なく実際の雰囲気がわかりにくいという問

題点が挙がった。そこで今年度は、昨年度の投稿を活かしつつ、まちの駅の外観や内装、

商品の写真などを掲載することでより実際の雰囲気が伝わりやすくなるよう意識して投稿

を行った。  

今年度の投稿数は 43 回、フォロワー数は昨年度の 112 人から 145 人（2023 年 12 月５

日現在）に増加させることができた。  

Instagram による投稿は、実際の雰囲気を伝えることを重視した発信に取り組んでいく

ことが重要である。  

Instagram 投稿内容            Instagram QR コード  
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7. まとめ 

7.1 今年度の活動成果 

今年度は、「①まちの駅の交流機能の強化を図る」、「②まちの駅の連携機能の強化を図

る」、「③動・食・参が楽しめるまちの駅の楽しみ方を紹介する」という３つの目標のもと、

【まちの駅魅力発信プロジェクト】と題し活動を行った。  

「①まちの駅の交流機能の強化を図る」の主な活動は、「モザイクアート・自慢パネル」

と「まちの駅紹介パネルの作成・更新」である。「モザイクアート・自慢パネル」は、見附

地域は昨年度から８駅増やすことができ、長岡地域は 17 駅の情報を載せたパネルを新し

く作成した。「まちの駅紹介パネルの作成・更新」では、28 駅のパネルの作成・更新をし

た。これらの活動を通して、「モザイクアート・自慢パネル」ではより多くのまちの駅の情

報、「まちの駅紹介パネル」ではまちの駅の最新情報をお伝えすることができるようになっ

た。  

「②まちの駅の連携機能の強化を図る」の主な活動は、「魅力ある駅のリレー紹介」であ

る。見附地域は昨年度の最終駅である「まちの駅 ほっとぴあ」からバトンを繋ぎ５駅、長

岡地域は今年度から活動を開始し 「まちの駅 あぐりの里」をスタートの駅として５駅を繋

げることができた。駅長さんからまちの駅のパンフレットをじっくりと見ながらおすすめ

の駅を選出していただいたことで、現在自地域にどのようなまちの駅があるのかを再確認

していただくことができた。また、紹介元のみにパネルを掲示していただくという方式を

紹介先と紹介元の両方の駅に掲示していただくという方式に変更したことで、まちの駅同

士の連携をより意識づけることができた。  

「③動・食・参が楽しめるまちの駅の楽しみ方を紹介する」の主な活動は、「まちの駅を

巡るプラン」である。これは今年度から始めた活動で、見附地域は 18 駅の情報を掲載した

計７コース、長岡地域は 16 駅の情報を掲載した計７コースのプランを作成することがで

きた。今年度から新たに始めた取り組みであったが、プランを見てくださった方からは多

くの好評をいただいた。特に長岡地域では、「長岡地域は広いため地元住民でも知らない施

設が多く、学生がピックアップして紹介してくれると行きやすくなりありがたい」や「ま

ちの駅は誰でも利用できる施設のため興味を持ってもらいにくいが、ゼミ生が作成したプ

ランはターゲットを定めていることで特定の人に向けて魅力を伝えることができるものに

なっている点が良い」というお言葉をいただけた。このことから、まちの駅を巡るプラン

はまちの駅の魅力を PR する新たな情報発信媒体になったと感じる。  

情報発信では、各種イベントへの参加とホームページ、Instagram の更新に取り組んだ。

今年度は、作成したパネルをゼミの外に広げていくことを意識し「発信」に力を入れてき

た。イベント参加のお誘いをいただいた際は、情報発信の場や直接感想をいただける機会

になるため積極的に参加した。イベント参加に加え、細目な SNS 投稿を行ったことで、ま

ちの駅に関する情報を多くの方に発信できた。その中でも特に、 「市民活動フェスタ」、 「親

子ふれあいフェスタ」では、対面での情報発信を積極的に行い、ながおか市民協働センタ

ーの方から「鯉江ゼミがまちの駅の PR に力を入れてくれてありがたい」というお言葉を

いただいた。このことから鯉江ゼミの活動でまちの駅と地域の人の交流・連携を促すこと

ができたと感じる。  

 また、まちの駅ネットワークに情報発信の協力依頼をし、作成したデータを発信してい
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ただくことができ、新たな情報発信網の開拓（まちの駅ネットワークみつけ、越後長岡ま

ちの駅ネットワークへの作成データの配布）へと繋げることができた。これは、鯉江ゼミ

が長年まちの駅と協力し協力関係を構築してきたことで、実現できたことだと思われる。  

 

7.2 来年度の活動 

 鯉江ゼミは、まちの駅をフィールドとした調査・研究を 2007（平成 19）年度から行っ

てきた。これまで、県内にある約 116 駅のまちの駅紹介パネルの作成、長岡・見附のまち

の駅関連イベントのお手伝い、まちの駅交流会の企画・実施・参加、まちの駅全国大会へ

の参加など多くの活動をしてきた。今回、鯉江ゼミは 2023 （令和５）年度をもって活動を

終了することとなった。そこで、鯉江ゼミから全国のまちの駅の皆様へまちの駅の今後の

発展のために２つの提案をさせていただきたい。  

１つ目は、まちの駅を商売のためのアピールに使うという意識を変えることである。今

年度参加させていただいたイベントを通して、「イベント前の会議の参加者が少ない」、「イ

ベント当日も販売だけに力を入れてまちの駅の PR をしない」という点を問題に感じた。

まちの駅とは商売のために存在するものではなく、人と人の出会いと交流をサポートする

ために存在するまちの情報発信拠点である。おもてなしの精神とまちの駅としての本分を

忘れずに訪れてくださった方々との交流を積み重ねていくことが重要だと考えます。  

２つ目は、 「動・食・参」を用いた新たなアピール方法の確立である。今年度・昨年度の

活動を通して、まちの駅には社会で生き生きと過ごしていくための大切なものである「動・

食・参」が揃っていることが強みであると感じた。人と人の繋がりが弱まってきている昨

今、まちの駅が先頭に立ち、個々の特色を活かして地域の拠り所となり社会で生き生きと

過ごす場を提供することで、人と人の繋がりを強固なものにし、地域活性化の一役を担う

存在になっていくことを望みます。  

今年度のヒアリング活動の中で、「まちの駅の認知度がなかなか上がらない」、「イベント

を開催しても来てくれる人が少ない」等の声を多く聞いた。まちの駅の認知度向上のため

には、まずは、まちの駅の存在意義を再確認し、自分のためではなく人のためを思う気持

ちで活動に取り組んでいくことが重要である。また、各まちの駅ネットワークおよび全国

のまちの駅一丸でまちの駅の発展を目指すという姿勢で活動に取り組んでいくべきだと考

えます。  

鯉江ゼミは今後もまちの駅の更なる発展を願っています。  

 

（以上）  




